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技能概要・実績等

氏の立体透彫（木をくり抜くことで立体的に表現する一位一刀彫において最高峰とされる技法）は、
業界内でも随一の腕前であり、全国的にも高い評価を得ている。国指定重要文化財である高山祭屋
台の彫刻の復元に永年携わっており、全国各地の重要文化財である祭屋台や社寺彫刻の修理・復
元にも多く携わるなど、伝統的文化財の保存に多大なる貢献を果たすと共に、伝統工芸である一位
一刀彫の継承と発展に大きく寄与している。

東
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木彫工（東彫刻）

飛騨一位一刀彫協同組合

昭和34年に竹腰亮次彫房において技術を習得し、50年以上に
わたり飛騨一位一刀彫の製作に従事している。

平成05年　卓越した技能者の岐阜県知事表彰
平成28年　卓越した技能者の厚生労働大臣表彰
高山市祭屋台修理技術者

製作作業の様子

72歳
(受章当時)


